
生産性分析の種類

収益性の基礎となる生産性は、収益をあげ

るために行われた生産活動を計る指標です。

畜産経営では飼養家畜当たりの生産量が最

大の指標となりますが、それに関連する生産

技術の水準を分析し、収益性を左右している

要因を把握するのが物的生産性分析です。そ

の結果を踏まえ、生産技術の改善を促し、生

産性の向上を図ることがポイントとなります。

一方、労働生産性分析は、投下した労働力

１単位でどれだけの付加価値を生み出すかを

計るものです。

労働生産性に着目した分析の方法

はじめに、労働生産性に着目して、生産性

分析について考えていきます。

最近、個別経営や地域において、「付加価

値をいかに高めるか？」ということがよくい

われます。日本国内の全事業者の付加価値を

合計したものがGDP（国内総生産）です。

付加価値の計算方法は、日銀方式と中小企
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業庁方式の２種類があり、日銀方式は下式の

通り、積み上げ方式です。

付加価値＝経常利益＋人件費＋貸借料＋減価

償却費＋金融費用＋租税公課

これを畜産経営事例に当てはめたものが表

１です。控除前所得は、「当期利益＋事業主

の労働報酬部分」で、当期利益が経常利益に

該当します。事業主の労働報酬部分は人件費

になります。専従者給与も人件費になります。

また、利子割引料が金融費用に、地代・賃借

料が賃借料になります。減価償却費や租税公

課は経費の中の科目名と同じです。

付加価値の分配

付加価値は、以下の４つに分配されます。
① 経常利益 ＋ 減価償却費 → 資本への分配

② 租税公課 → 公共への分配

③ 賃 借 料 ＋ 金 融 費 用 → 他人資本への分配

④ 人 件 費 → 労働への分配

すなわち、「付加価値＝①＋②＋③＋④」

であり、付加価値全体に占める④の割合を、

労働分配率といいます。一般に、１人当たり

人件費は高く、労働分配率が高くないという

のが、経営にとっての理想になります。この

トレードオフ（あちらを立てれば、こちらが

立たず）の関係にある目標の達成が、労働生

産性の向上につながります。

例えば、機械化し、大規模技術を導入して、

１人当たりの家畜飼養頭数を増加すれば、④

のウェイトが下がり、①と③のウェイトが高

まることになります。ただし、規模拡大に際

して余りに負債に依存しすぎると、①の減価

償却費だけではなく、③も大きくなりすぎて、

経常利益や１人当たり人件費が小さくなるこ

とがありますので、最適な投資を考慮する必

要があります。

表２では、１人当たり売上高、付加価値、

人件費、ならびに労働分配率を労働生産性の

指標としてあげています。

安全性分析

経営の負債と資産のバランスや支払能力を

把握し、経営の安定性・継続性を分析するの

が安全性分析です。

畜産経営においては、投資額が大きいこと、

家畜の生理的なサイクルにより投下資本が長

期にわたり寝るという特徴があり、固定化負

債の原因ともいわれています。負債の支払能

力や資金繰りの円滑化がポイントとなりま

す。

表３では、安全性分析として４種類をあげ

ています。当座比率は、１年以内に返済しな

ければならない流動負債を分母に、現金や預

貯金等の流動性の高い当座資産を分子にとっ

たものです。１００％以上が望ましいとされて

（表１）付加価値の計算式

付加価値 ＝ 控除前所得 ＋ 専従者給与 ＋ 減価償却費 ＋ 利子割引料 ＋ 地代・賃借料 ＋ 租税公課
１３，８４９，９９８ ＝ ８，７９５，１６９ ＋ ２，０００，０００ ＋ ２，００１，０４９ ＋ ２６６，１８０ ＋ ６７３，０００ ＋ １１４，６００
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います。事例では９８．８％になっており、ほぼ

望ましい水準といえるでしょう。

流動比率は、分母は当座比率と同じ流動負

債で、分子に流動資産（＝当座資産＋棚卸資

産）をとったものです。当座資産よりも流動

性の劣る棚卸資産を当座資産に加えていま

す。２００％以上が望ましいとされています。

事例では２５２．１％になっており、標準以上に

望ましい水準といえるでしょう。

固定比率は、返済する

必要のない自己資本を分

母に、１年以上経営に存

在する固定資産を分子に

とったものです。固定資

産はできるだけ自己資本

の範囲内で賄うことが望

ましく、１００％以下が良

いとされています。事例

では、１４１．２％と１００％を

上回っています。しかし、

一般に畜産経営の場合、

建物・構築物や農機具等

への投資が大きく、さら

には、酪農や肉用牛繁殖

経営の場合、乳用の経産

牛や繁殖牛が固定資産に

なります。それゆえ、

１００％の基準は厳しく、

１５０％あたりが一つの基

準になるでしょう。

自己資本比率は、総資

本に対する自己資本の割

合を計算したものです。自己資本が高いにこ

したことはないのですが、収益性が高く成長

している経営の場合、負債の割合が大きくて

も、負債の元利償還に支障がなければ問題は

ないでしょう。

以上のように、安全性を高めるために、負

債に依存しない経営を目指すことは、重要な

戦略です。しかし、規模拡大や食肉加工・外

食・マーケティングに乗り出すためには、タ

（表２）労働生産性分析の指標

１人当たり売上高 ＝ 売上高 � 従事者数
１７，２８６，３１９ ＝ ３４，５７２，６３８ � ２

１人当たり付加価値 ＝ 付加価値 � 従事者数
６，９２４，９９９ ＝ １３，８４９，９９８ � ２

１人当たり人件費 ＝ 人件費 � 従事者数
４，６８１，１５０ ＝ ９，３６２，３００ � ２

労働分配率 ＝ 人件費 � 付加価値 � １００
６７．６０％ ＝ ９，３６２，３００ � １３，８４９，９９８ � １００

（表３）安全性分析の指標（ある事例より）

当座比率 ＝ 当座資産 � 流動負債 � １００
９８．８０％ ＝ ２，７７８，６１８ � ２，８１２，４２２ � １００

流動比率 ＝ 流動資産 � 流動負債 � １００
２５２．１０％ ＝ ７，０９０，１７７ � ２，８１２，４２２ � １００

固定比率 ＝ 固定資産 � 自己資本 � １００
１４１．２０％ ＝ １４，５５３，４９１ � １０，３０８，７２９ � １００

自己資本比率 ＝ 自己資本 � 総資本 � １００
４７．６０％ ＝ １０，３０８，７２９ � ２１，６４３，６６８ � １００
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イムリーな投資が必要になってきます。この

ような投資のためには、負債による資金調達

も必要になってくる場合があります。それ故、

安全性と、収益性や生産性との間には、トレー

ドオフの関係があるといえます。

損益分岐点分析

経営成果を把握する上で忘れてはならない

重要なツールに損益分岐点分析があります。

分析のためには、図１のように、損益計算

書における経費と各種引当金・準備金等を

「固定費用（英語ではfixedcostで、頭文字を

とってFC）」と「変動費用（英語ではvariable

costで、頭文字をとってVC）」に分類する必

要があります。

固定費用は売上高にかかわらず一定にかか

る費用で、変動費用は売上高が増加するに

従って同様に増加する費用です。

ただし、ここでは、事業主の労働報酬部分

（事業主貸－事業主借）を固定費用に算入す

るために、事業主貸を加え事業主借を引いて

います。

なお、売上高（sale）は頭文字をとってS、

当期利益（profit）は頭文字をとってPと表

記します。これらの頭文字

を用いると、下式のように

なります。

P＝ S－ VC－ FC

また、変動費用と売上高

との間に、下記のような線

形関係があると仮定しま

す。aは定数で、変動費率

と呼ばれています。図の事

例では、

VC＝a�S

→ a＝VC�S＝

１７，３１５，２５０�３４，５７２，６３８

＝０．５００８

そして、損益分岐点は、

当期利益がゼロ（P＝０）

となる時の売上高を計算し

たものです。その時の売上

高をS′と表記します。

０＝S′－VC－FC

（図１）売上高・変動費用・固定費用・当期利益と損益分岐点
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＝S′－a�S′－FC

＝（１－a）�S′－FC

∴S′＝FC�（１－a）

＝１５，８２４，５１９�（１－０．５００８）

＝３１，６９９，７５８

以上のように、固定費用を、（１－変動費

率）で割れば、損益分岐点となる売上高を計

算することができます。本経営の損益分岐点

の売上高は、３１，６９９，７５８円になります。

図は、縦軸に売上高と費用、横軸に売上高

をとったものです。従って、売上高線は４５度

線になります。水平の固定費用線の上に、変

動費用線が引かれています。このように、出

発点がゼロからではなく固定費用からなの

で、図２の総費用線の通りになります。総費

用線と売上高線との交点（●印）が損益分岐

点です。事例の場合における実際の売上高は

■印で記されています。

なお、売上高が損益分岐点よりも大きけれ

ば（右側にあれば）利益が、売上高が損益分

岐点よりも小さければ（左側にあれば）損失

が出ることが分かります。従って、損益分岐

点よりも売上高をいかに高めるかが重要で

す。その方策には、以下の３つをあげること

ができます。

①売上高を伸ばす。

②固定費を下げる。

③変動費率を下げる。

（図２）損益分岐点
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配合飼料は計算された組成となっており、

成分の調整は必要ありません。しかし、単味

のエコフィードの使用にあたっては、配合設

計を行う必要があります。配合設計により多

種多様なエコフィードをうまく組み合わせて

使用することができるようになります。

配合設計をコンサルタントや獣医師に委託

している畜産農家も多いですが、新しいアイ

テムの使用可否を判断したり、通常の飼養管

理の際にも配合設計の知識があったほうが迅

速な対応が取れます。今はパソコンやスマー

トフォンなど便利なツールがありますので、

配合設計自体のハードルは低くなっていま

す。また、経営改善のためには、畜産における

原価の大きな割合を占める飼料の組成はエコ

フィード使用にかかわらず把握すべきです。

配合設計を行うためには家畜栄養学などを

含めた幅広い知識が必要です。この連載では

重要な点を抜粋して触れることにします。

成分項目

家畜栄養学の発達とともに成分項目も細分

化されてきています。適切な飼養管理や飼料

の購買価格の判断のためには、それぞれの項

目をきちんと理解することが重要です。

１）水分

食品製造副産

物などは水分量

が高いケースが

多いです。水分

が多いと乾物当

たりの単価が大

きく変わります。

水分測定は分

析機関にも委託

できますが、水分計があれば簡単に測定する

ことができます。サイレージやリキッド

フィードなどの高含水率の飼料を取り扱って

いるならば測定することを強くおすすめしま

す。

水分が多い原料は乾物当たりに換算すると

実質的な価格は高くなります。

例えば、５円／kg、水分８０％のオカラを乾

物当たりに換算すると

５円／kg�１００／（１００－８０）＝２５円／kg

となります。

同様に、１０円／kg、水分３０％のパンを乾物

当たりに換算すると

１０円／kg�１００／（１００－３０）≒１４．２円／kg

となります。

中小規模畜産経営のためのエコフィード給与の現状と課題
第４回 エコフィードの成分と分析方法、配合設計

㈲環境テクシス 高 橋 慶

赤外線分析計
（ケット社カタログより）
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水分量が多いものの価格はかならず乾物換

算することが重要です。

また、価格だけではなく、成分も乾物換算

することが必要です。

例えば、オカラの現物当たり粗たん白質

６％、粗脂肪２．５％とすると、乾物換算では

粗たん白質３０％、粗脂肪１２．５％となり、かな

り粗脂肪含量が高いことがわかります。分析

機関によっては分析結果に乾物換算の値を記

載してあることもありますが、なければ換算

して求めることが重要です。

２）一般成分

配合飼料にも表記されている一般成分は飼

料成分の基礎となるものです。

① 粗たん白質

粗たん白質は試料を分解して窒素含量を測

定して、それを窒素とたん白質の標準的な比

率から換算して求めます。たん白質含量は非

常に重要な項目ですが、「粗」たん白質は、

あくまでも換算値であり可消化率などは考慮

されていません。例えば、牛乳の偽装で問題

となったメラミンは窒素を含んだ化合物のた

め、全く消化できないにもかかわらず、窒素

含量としてカウントされたん白質として計上

されてしまいます。また、麦茶粕のような焙

煎されたものも、分析値上は粗たん白質があ

るにもかかわらずたん白質の変性により可消

化率は低いです。

牛の場合は粗たん白質以外に分解性たん

白、結合たん白の把握が必要となります。

② 粗脂肪

粗脂肪はTDNとして影響があるだけではな

く、代謝などにも影響を与えます。特に豚の

場合、給与した脂肪の脂肪酸組成が肉の脂肪

酸組成に大きな影響を及ぼします。脂肪酸組

成に関しては後述します。

③ 粗繊維

粗繊維には、セルロースのほかにリグニン、

ペントサン、キチンなどの一部が含まれてい

ます。粗繊維の含量と飼料の栄養価とは密接

な関係があり、一般に粗繊維の多いものほど

栄養価は低くなっています。豚などの単胃動

物に給与する場合、粗繊維はほぼ消化できな

いと考えることができますが、反芻動物に給

与した場合、セルロースは消化でき、リグニ

ンは消化できません。このため、反芻動物の

場合には繊維分画を別に分析する必要があり

ます。

④ 粗灰分

粗灰分は燃やしたときにのこる灰の重さで

す。ミネラルの量を示しますが、配合設計に

は具体的なミネラルの組成を把握する必要が

あります。

⑤ 可消化性無窒素物（NFE）

基本的には炭水化物（デンプン、糖など）

の量を示します。とくに豚では重要な数字と

なります。

３）アミノ酸、脂肪酸
① アミノ酸組成

豚ではたん白質中のアミノ酸バランスは非

常に重要です。必須アミノ酸のうち、どれかひ

とつでも不足すると、余剰分の他のアミノ酸

は利用されず排出されてしまいます。一方、反

芻動物である牛では飼料中のたん白質は一旦
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ルーメン微生物に取り込まれたん白質に変換

され、ルーメン微生物を菌体たん白として利

用します。このため単胃動物と比較し、反芻動

物ではアミノ酸組成は重要ではありません。

② 脂肪酸組成

豚では飼料中の脂肪酸組成が肉質に大きく

影響を与えます。多価不飽和脂肪酸含量が高

い飼料を給与すると、肉の脂肪酸も多価不飽

和脂肪酸が多くなり、融点の低下を招きます。

一方、反芻動物ではルーメン微生物により不

飽和脂肪酸は飽和脂肪酸に変換されます。し

かし、不飽和脂肪酸が多いとルーメン微生物

に影響を与える場合もあるため、反芻動物で

あっても脂肪酸組成を把握することが望まれ

ます。

４）繊維組成

繊維の分析は反芻動物にとって非常に重要

であり、繊維の組成の把握は必須です。ADFは

リグニンとセルロースの総量であり、NDFは

これにヘミセルロースを合わせたものです。

反芻動物もリグニンは消化できませんので、

リグニンの含量も測定する必要があります。

５）ミネラル

カルシウム、リンは欠乏しやすいため、量

の把握が必要です。牛の場合、カリウム、マ

グネシウムも測定することが望まれます。

６）TDN、ME

TDNやMEなどのエネルギーは個々の成分を

求めることにより計算値として算出します。

計算するためには可消化率のデータが必要と

なりますが、エコフィードは多様でありそれ

ぞれの可消化率を把握することは困難である

ため、算出した値は参考値であることに留意

が必要です。

原料成分の把握

配合設計を行う際には原料の成分を知るこ

とが必要となります。成分分析をできるだけ

頻繁に行うことが好ましいですが、費用や時

間の関係で頻繁に分析を行うことが難しい場

合もあります。また、成分分析を行う前にあ

る程度めどをつけるためにも、その他の手段

で成分を推定することは重要です。

１） 日本標準飼料成分表

中央畜産会が発

行している日本標

準飼料成分表は一

般的な飼料原料の

成分、可消化率等

が記載されていま

す。２００９年版では

別表において新た

に食品残さの成分

値も記載されてい

ます。

２）食品成分表

食品製造副産物などの食品残さは日本標準

飼料成分表に記載されているものでは不十分

な場合が多いです。食品成分表は管理栄養士

などが食品の栄養成分を調整するために使用

する出版物ですが、おからや酒粕など、食品

としても利用されるようなものを飼料に利用

する際には参考にすることができます。

食品成分表はさまざまな出版社から発行さ

日本標準飼料成分表
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れていますが、版元によってはアミノ酸や脂

肪酸の組成も記載されているのでとても利用

価値が高いものです。また、豚の場合、人間と

消化器官が似ているのでこれに記載されてい

るカロリーはMEの参考とすることができます。

３）パッケージ

製品として販売されている食品の場合、

パッケージやホームページに栄養組成が記載

されている場合が多いです。なお、パッケー

ジの原料表記は多い順に記載されています。

４）問い合わせ

食品製造工場からの食品製造副産物などの

場合、排出元に成分や原料を問い合わせるこ

ともできます。脂肪酸組成などは原料油脂の

影響を受けますので、原料の油脂の種類を聞

くことで成分の把握を行うことができます。

５）分析

やはり最終的には分析を行うことも重要と

なります。分析を行う前にできるだけ調査を

して栄養成分の推定を行うことが重要です。

外部に依頼する際には、飼料分析の実績が

多い分析機関に委託することをおすすめしま

す。また、配合飼料メーカーなどでも分析を

受託する場合があります。

また、先に書きました水分などは自分で測

定もできます。

配合設計

１）設計の手法

配合設計は目的とする値にあわせて飼料の

配合を調整する作業です。まず、目的とする

値を飼養標準などを参考に決定します。その

値に合わせて種々の原料をブレンドしていき

ます。基本的には配合量の調整により個々の

項目を目的とする値に合致させますが、それ

ぞれの成分量が異なる複数の原料を組み合わ

せると成分の過不足が生じやすく、組み合わ

せを求めることが難しい場合があります。プ

ログラムを活用することにより、最適な組み

合わせが求めやすくなります。

たとえば、畜産草地研究所では豚用のエコ

フィード配合設計プログラムを提供していま

す。

http://www.naro.affrc.go.jp/nilgs/contents/

program/ecofeed/index.html

また、エコフィードだけでは不足する成分

がでますので、アミノ酸やミネラルなどを適

宜添加したり、併用する配合飼料の成分を変

えたりして調整する必要があります。

２）調整の基準

実際配合を行う場合、特に重視する項目が

いくつかあります。

・豚：たん白質（アミノ酸）、粗脂肪（脂

肪酸）、粗繊維

・牛：たん白質（分解性たん白、結合たん

白）、ADF、NDF、リグニン、NFC

実際にはエコフィードはなかなか希望のも

のが入手できないケースも多いため、現在入

手できる原料を基本として上記の項目を調整

し、単味の飼料で成分調整を行っていくこと

が多いかと思います。

また、個人的にはTDNを基準とするのでは

なく、まずたん白質を合わせ、その後豚ならば

粗繊維含量の調整、牛ならば繊維組成の調整
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水分 タンパク質 リジン

ゆでうどん ７５％ ２．６０％ ０．０７％

パン ２３％ ９．３０％ ０．２４％

給与量 乾物量 たん白質 リジン
ゆでうどん ３０００g ７５０g ７８g ２g
パン ３０００g ２３１０g ２７９g ７g
合計 ６０００g ３０６０g ３５７g ９g
要求量 ３９９g １７g
不足量 ４２g ８g

大豆粕 ８０g ７２g ３６g ２g
塩酸リジン ７g ６g ６g ６g
合計 ６０８７g ３１３８g ３９９g １７g

を行うことが現実的ではないかと思います。

３）計算例

計算の手法について簡単な概略を説明しま

す。

豚肥育後期、リキッドフィードでゆでうど

んを１頭当たり３．０kg、パンを３．０kg給与する

とします。

食品成分表からそれぞれの成分は現物当た

りで

となっています。

上記の量を給与すると、飼養標準と比較し

てたん白質含量とリジン含量が不足しますの

で大豆粕と塩酸リジンで調整した例を示します。

トータルで乾物給与量は３１３８gとなります

ので、リキッドフィードの標準的な水分量

（乾物２２％）とするために全量が

３１８８g�１００／２２≒１４．１３kg

となるように加水する必要があります。

上記ではTDNは計算していませんが、基本

的に粗繊維の少ないエコフィードが多くTDN

は高めになる場合が多いです。繊維成分の添

加によりTDNを調整することができます。

また、カルシウム、リンもその他の成分同

様に計算し調整することが必要です。

粗脂肪についても注意が必要です。粗脂肪

含量が高くなるとTDNが高くなる上、豚では

体脂肪の脂肪酸組成、牛ではルーメン微生物

に影響を与えます。ある程度の上限値を決め、

それを上回らないように設計をすることが重

要です。

あわせて、ビタミン類もプレミックス等で

適宜添加が必要となります。

プログラムを使用することにより、上記の

配合設計は簡単に行えるようになります。毎

日入荷するエコフィードが変わる農場で、そ

の都度入荷したものをベースに配合設計を

行っている例もあります。

４）配合設計の調整

実際配合設計したものを給与しても想定通

りにならない場合もあります。エコフィード

に限りませんが、可消化率などは製品のロッ

トなどでも大きく変化します。

製造したエコフィードを定期的にサンプリ

ングして分析を行い、設計通りになっている

かを確認することも必要です。

また、重要なのは実際に給与して家畜の状

態を確認しながら配合設計に反映していくこ

とです。可消化率や嗜好性など、給与してみ

ないとわからないことも多くあります。

次回以降は実際のエコフィード使用例につ

いて紹介していきたいと思います。
（筆者：㈲環境テクシス代表取締役）
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乳用牛群検定（以下「牛群検定」）は、昭

和５０年２月に全国８８検定組合、５７００戸の農家

で開始され、平成２５年２月をもって３８年が経

過しました。この３８年間の泌乳能力の変遷は、

毎年発行している「乳用牛群能力検定成績の

まとめ」に詳しく紹介しているので参照にし

て下さい。

本稿では、現在、２３年度版まで発行の「乳

用牛群能力検定成績のまとめ」に最近の検定

成績を加えて、その動向を紹介します。

牛群検定の普及状況

近年の酪農家戸数の減少を受けて検定農家

戸数は減少傾向ですが、図１に示した通り、

牛群検定の普及率という点では穏やかな増加

傾向にあります。近年では、平成２２年の宮崎

県の口蹄疫、２３年の東日本大震災における津

波および原発事故と、酪農家戸数を大きく減

少させる事態が発生しました。しかし、検定

農家の中では酪農を再開する者も多く、全体

としての増加傾向を維持しています。

さて、各都道府県の状況は表１の通りです。

検定農家戸数の普及率では、宮崎県の７７．０％

を筆頭に、鳥取県、鹿児島県、福岡県が７０％

以上、北海道、岡山県、熊本県において６０％

以上と高い普及率を示していますが、全国平

均では４７．６％に留まっています。検定牛頭数

の普及率の状況もほぼ同様で全国平均では

５８．９％です（平成２４年１２月末現在）。

除籍理由からみる疾病の状況

表２は、平成２３年度から開始した新しい集

計成績です。あくまでも、牛群検定から除籍

される時点の集計ですので、疾病の発生時期

とは異なるので注意して下さい。

都府県では、例年７～９月にかけての暑熱

による受胎成績の悪化は知られていますが、

繁殖障害として実際に除籍されるのはむしろ

夏季が少なく、２、３月ごろに多いのです。

これは、夏季において受胎成績が悪化しても、

検定農家においてはすぐに淘汰されることは

なく、その後の回復状況から判断されている

最近の乳用牛群検定成績の動向について
㈳家畜改良事業団 相原 光夫

（図１）牛群検定普及率の推移（検定農家）
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ものと推測されます。

また、突然死や疾病によりと畜処分された

ものは、死亡に区分されます。北海道、都府

県ともに、体力の低下する夏季に高く、特に

都府県では８月に３３．６％と集中しています。

このように、現在の牛群検定は乳牛の健康

管理に役立つ情報も集計分析を行っているの

です。

（表１）検定農家数、検定牛頭数の対畜産統計比（平成２４年１２月末現在）

（表２）除籍理由別頭数の月別推移（平成２３年）
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分娩間隔からみる繁殖成績の状況

図２は、分娩間隔の推移グラフです。

平成２３年の分娩間隔は、全国で４３８日（北

海道４３２日、都府県４４９日）となっており、牛

群検定が始まって以来の最長記録を更新しま

した。また、対前年差も、全国で＋５日（北

海道＋４日、都府県＋５日）と最近の１０年間

で最も大きいものでした。その要因は、２２年

の繁殖状況の悪化です。記録的な夏季猛暑の

影響により発情の鈍化や受胎率の低下がおき

たものと推察されます。

さらには、本年集計される２４年の分娩間隔

においても、東日本大震災や２年連続で襲っ

た夏季猛暑が影響することが考えられ、分娩

間隔のさらなる延長が懸念されます。酪農経

営の安定した発展のためには牛群検定をより

有効に活用して繁殖管理を徹底することが求

められているといえるでしょう。

なお、後述しますが、２３年の３０５日乳量は

９２２５kgとなり、 前年より６１kg減少しました。

このことから泌乳能力の向上と繁殖成績の悪

化は、直接的な因果関係はなく、それぞれに

改善すべき問題であるといえるでしょう。

ボディーコンディションスコア
（BCS）

乳牛の能力向上に伴い、牛の飼養管理が難

しくなってきています。特に泌乳量の多い牛

は、泌乳前期にしっかりと飼料を食べさせ、

エネルギー不足に陥らないような飼養管理を

行っていく必要があります。飼養管理状況の

目安としてボディーコンディションスコア

（以下、BCS）をつけることが有効です。牛

群検定においては、平成２３年度より、新しい

検定項目としてBCSを採用しました。

また、「乳用牛群能力検定成績のまとめ」

には掲載していませんが、都府県の平成２３年

度概況を図３に示しました。乾乳期に過肥状

態にある検定牛は、分娩後、泌乳開始すると

急激に削痩する傾向が分娩後１００日程度まで

認められ、その後再度肥りやすい傾向にある

ことが示されています。

飼養管理上では、過肥牛が削痩する際に、

体脂肪の分解により発生する遊離脂肪酸が、

脂肪肝の原因となって肝機能障害を招き、繁

殖障害をはじめとする周産期病の原因となる

といわれています。乾乳期間中に過肥となっ

た牛ほどその傾向が強く出ることになるの

（図３）ボディーコンディションスコアの推移（図２）分娩間隔の推移
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で、過肥にならないように飼養管理上の工夫

が必要です。

このようにBCSは、乳牛の健康管理に欠か

せないもので、今後の牛群検定においても重

要なデータ項目であります。

３０５日乳量からみる泌乳能力の状況

図４は、年次別の３０５日平均乳量の推移を

示しました。平成２３年における平均乳量は、

北海道９１７０kg、都府県９３４１kg、全国９２２５kg

となっており、前年と比較すると、それぞれ

－２２kg、－１３８kg、－６１kgと減少しています。

都府県の乳量が前年と比べ減少したのは約３０

年ぶりのことです。

その要因は、一つに全国的な初

産牛頭数・構成比の増加が全体の

平均乳量を押し下げたのではない

かと考えられます。さらに都府県

では、東日本大震災による飼料供

給の悪化や２２年、２３年と連続して

発生した猛暑の影響も加わったも

のと考えられます。

月別検定成績から
みる生乳生産状況

平成２２年から２４年までの３ヵ年

の月別検定成績の推移を図５に示

しました。都府県の２３年は震災等

により乳量の検定成績は大きく落

ち込みましたが、２４年においてほ

ぼ回復したといえるでしょう。

しかし、濃厚飼料給与量が昨年

よりやや高めに留まっていなが

ら、乳脂率とたん白質率はやや前

年と同程度か低めに留まり、無脂

固形分（SNF）率は例年より高め

（図５）月別検定成績

（図４）牛群検定における３０５日乳量の推移
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という結果になっています。この現象は飼養

管理上では、粗飼料の給与が濃厚飼料に比較

して少なく、濃厚飼料過給となったときにプ

ロピオン酸が増加するということで現われま

す。東日本において震災以降の自給飼料等が

まだ十分に回復していないことに起因してい

るといえそうです。

また、北海道においては、２３年秋ころから

の乳量の伸びが顕著です。これは、北海道に

おける濃厚飼料給与量が同じ時期から増加の

傾向にあることに起因すると思われます。こ

のことは、たん白質率とSNF率がやや高めで

あることからも分かります。

その他（品種別検定成績）

平成２３年版の「乳用牛群能力検定成績のま

とめ」では、従来のホルスタイン種とジャー

ジー種の２品種に、新たにブラウンスイス種

を加えた３品種で、品種別検定成績が集計さ

れています（表３）。

さて、その中で、妊娠期間について考えて

みたいと思います。家畜としての乳用牛にと

って妊娠期間は大変重要な意味を持ちます。

人工授精により妊娠した後の、分娩予定日は

妊娠期間から計算されるからです。酪農家は、

分娩予定日をもとに、乾乳日を決定させ、削

蹄等のスケジュールを決定します。また、乾

乳期間中に乳房炎等の治療を行う場合は、抗

生剤などの休薬期間も分娩予定日を元に管理

することになります。このように大変重要な

妊娠期間ですが、牛群検定として集計した結

果が図６、表４です。

（表３）平成２３年検定成績（３０５日２回搾乳・立会） （図６）品種別妊娠日数の度数分布

（表４）平均分娩間隔、乾乳日数、空胎日数、初産
月齢、妊娠日数（全国）
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ホルスタイン種については、データ件数が

多いこともあって、ものの見事に正規分布を

描いています。平均妊娠期間は２８０．６日であ

り、従来より言われている２８０日とほぼ同一

でした。

ジャージー種も同様に２８１．３日という結果

でしたが、ブラウンスイス種は妊娠期間が

２８９．１日と大きく異なる結果となりました。

ブラウンスイス種はまだデータ例数も少な

く、正規分布までには至っていませんが、ブ

ラウンスイス種を飼養している農家は、分娩

予定日を間違えないように気をつけなければ

なりません。

次に品種別の繁殖成績ですが、分娩間隔で

はホルスタイン種が過去最悪の４３８日、ブラ

ウンスイス種はさらに長く４５７日となってい

ました。反面、ジャージー種の分娩間隔は４１１

日と良好です。このように、各品種とも特性

的な繁殖成績を示しています。

さいごに

図７には、牛群検定を実施し上手に活用し

ている農家と、検定を実施せずに

勘に頼った農家の能力差を推計し

たものを示しました。

平成２３年の経産牛１頭当たり年

間乳量では２０００kgの差が生じて

います。これは４０頭規模で計算す

ると乳量で８０ｔ、乳代で６７０万円

（乳価平均８３．８円で計算）に相当

します。

このように牛群検定を実施して

いる農家の経営レベルは非常に高く、冒頭で

述べたとおり酪農家戸数が減少しているにも

かかわらず、検定の普及率が増加している要

因となっていると考えられます。

本稿の読者には営農指導に携わる方も多い

でしょう。技術指導の業務においても、泌乳

能力や繁殖成績の数値をもって指導されるの

が基本です。まだ牛群検定を実施していない

農家が管轄下にいる場合にはぜひとも検定加

入を働きかけていただきたいと思います（当

団では検定費用が半年間無料になる検定試行

も実施中）。

なお、本稿の基となっている「乳用牛群能

力検定成績のまとめ」は２８７ページに及びま

すが、当団HPからダウンロードできるので、

ぜひ参照してください。

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/newmilk/index.html

また、ご不明な点がある場合は、toiawase

@liaj.or.jpにお問い合わせください。

（㈳家畜改良事業団電子計算センター課長）

（図７）牛群検定実施牛と未実施牛の乳量の比較（経産牛１頭当たり
年間生産量）
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（表１）肥育牛補塡金の単価の算定 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

平均粗収益 A ８６６，２１０ ５１７，６４３ ２９７，３３９
平均生産費 B ８５８，２４３ ６１５，５４７ ３８３，９２０
差額 C＝A－B ７，９６７ △ ９７，９０４ △ ８６，５８１
補塡金単価 C╳ ０．８ ― ７８，３００ ６９，２００
注：１００円未満切り捨て

１頭当たりの肥育牛補塡金単価

牛肉・稲わらからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策のうち肥育経営の
支援対策として、肉用牛肥育経営安定特別対策事業の平成２４年度の補塡金について、肉用牛肥育
経営の資金繰りが改善されるまでの間、月ごとに支払う方式を継続します。
平成２５年２月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業

実施要綱第５の６の⑽のアの()アの肥育牛補塡金の単価については、表１の通り公表しました。
また、補塡金の支払いは、４月下旬に行うこととしています。
なお、青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県、長野県、新潟県、宮崎県、

熊本県および鹿児島県については、平成２５年２月に販売された生産者積立金の納付が免除された
交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要綱附則１０、１９および２２
の肥育牛補塡金の単価について、表２の通り公表しました。

（表２）肥育牛補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ５８，７００円 ５１，９００円

注：補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合、肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン事業）同様に、
上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第５の６の⑽のアの()イ
県団体は、肥育安定基金の全額を取り崩してもなお支払うべき肥育牛補塡金の額に不足が生じる場

合は、理事長の承認を受けて、補塡金単価を減額することができるものとする。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の肥育牛補塡金単価について
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